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令
和
七
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
佐
連
自
治
会

長
の
役
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
佐
連
地
区
は
高
齢
化
が
進
み
、
空
き
家
が
多
く
淋
し
い
故
郷
で

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
、
年
間
の
行
事
も
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
追
い
打
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
年
の
行
事
は
少
人
員
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

神
社
・
墓
地
の
清
掃
作
業
は
自
治
会
と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
、
年
間
四

〜
五
回
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

河
川
清
掃
は
六
月
に
、
海
岸
清
掃
は
七
月
、
八
月
の
お
盆
行
事
、
九

月
の
敬
老
の
日
は
各
種
団
体
で
、、
十
月
は
日
吉
神
社
の
秋
祭
り
、
そ

の
他
亥
の
子
・
避
難
訓
練
な
ど
外
に
も
あ
り
ま
す
が
、
少
な
い
人
員
で

協
力
し
あ
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

野
山
は
荒
れ
て
し
ま
い
、
お
い
し
い
み
か
ん
も
作
る
者
が
無
く
、
農

家
も
数
少
な
い
人
に
な
り
、
港
の
漁
船
も
十
隻
あ
ま
り
に
減
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

出
郷
者
の
皆
様
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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キ
ャ
ン
プ
場
と
拠
点
施
設

　

白
木
半
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
発
足

さ
れ
て
今
年
で
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
初
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
と
共
に
「
夢
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
力
を
合
わ
せ
て
、
い
ろ
ん
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
プ
ラ
ン
の
中
に
、
白
木
半
島
の
暮
ら
し
と
自

然･

文
化･

歴
史
を
体
験
し
、
学
び
、
交
流
で
き

る
施
設
と
し
て
「
キ
ャ
ン
プ
場
」
と
「
拠
点
施
設
」

の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
そ

の
夢
プ
ラ
ン
が
、
関
係
者
皆
様
の
ご
尽
力
で
「
沖

家
室
シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
プ
場
」
と
「
地
家
室
園
地

拠
点
施
設
」
と
し
て
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

「
キ
ャ
ン
プ
場
」
は
、
片
添
ヶ
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
の
奥
座
敷
と
し
て
、
静
か
で
、
美
し
い
環
境
が

多
く
の
人
々
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
リ
ピ
ー
ト
で
ご
利
用
い
た
だ
く

方
も
多
く
、
中
に
はYouTube

で
沖
家
室
の
動
画

を
投
稿
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
キ
ャ
ン
プ
場
」
内
に
あ
る
「
島
の
直
売
所
」
で

は
、
地
元
の
方
々
の
商
品
を
販
売
し
て
お
り
、
特

に
三
百
円
と
い
う
格
安
価
格
で
販
売
し
て
い
る
薪

が
、
多
く
の
お
客
様
か
ら
好
評
だ
そ
う
で
す
。

　
「
拠
点
施
設
」
で
は
、
昨
年
一
月
十
九
日
の
開
所

以
来
、
多
く
の
来
館
者
（
今
年
三
月
で
一
三
、〇
〇
〇

人
を
超
え
る
）
が
あ
り
ま
し
た
。
環
境
省
側
施
設
も

地
域
活
動･

環
境
学
習
な
ど
教
育
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
、
映
画
会
、
講
演
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
各
種
会

議
な
ど
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

管
理
人
さ
ん
に
よ
る
「
竹
炭
つ
く
り
」
や
竹
を

使
っ
た
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
な
ど
挑
戦
さ
れ
て

お
り
、
楽
し
い
学
び
が
目
白
押
し
で
す
。

　

ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
の
保
全
、
調
査
に
つ
き
ま

し
て
も
各
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。「
拠
点
施
設
」
を
軸
に

体
験･

学
び･

交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

再

起

動

　

白
木
半
島
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ

れ
て
い
た
地
域
活
動
が
や
っ
と
再
起
動
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、各
自
治
会
で
の
「
盆
踊
り
」、「
祭
り
」、「
敬

老
会
」、「
亥
の
子
祭
り
」
な
ど
の
復
活
。
小
積
地
区

の「
管
絃
祭
」
や
「
地
引
網
」。
沖
家
室
の
お
盆
の「
万

灯
会
」
や
ふ
か
地
蔵
祭
り
の
「
放
生
会
」
や
「
カ
ラ

オ
ケ
大
会
」
な
ど
中
止
、
縮
小
さ
れ
て
い
た
行
事
が

再
起
動
さ
れ
、
活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
二
月
に
は
、「
山
口
県
東
部
海
域
に
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
会
」
の
皆
さ
ん
が
、「
拠

点
施
設
」
の
あ
る
地
蔵
ヶ
浦
に
、
ニ
ホ
ン
ズ
イ
セ

ン
二
万
本
を
植
え
、
同
会
主
催
の
「
水
仙
ま
つ
り
」

が
、
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
に
入
り
、
地
家
室
の
「
石
風
呂
伝

承
会
」の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て「
石
風
呂
の
入
浴
体
験
」

も
何
度
か
行
わ
れ
て
、
好
評
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
一
例
で
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
こ
の
白
木
半
島
を
舞
台
と
し
て
、
様
々
な
活

動
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
道

な
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
が
連
携
し
、
信
頼
し
、

力
を
合
わ
せ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
も
申
し
上
げ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
白
木

半
島
に
は
、
ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
が
群
生
す
る
「
奇

跡
の
海
」
が
あ
り
、
古
来
よ
り
海
上
交
通
の
要
衝

と
し
て
の
歴
史･

文
化･

暮
ら
し
が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
貴
重
な
資
源
、
財
産
に
い
ま
一
度
、
目

を
向
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少･

高
齢
化
の
た
だ
中
に
あ
る
白
木
半

島
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
暮
ら
す
私
た
ち
が
、

共
に
力
を
合
わ
せ
、
心
を
合
わ
せ
て
諸
々
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
必
ず
道
は
開
け
る
と
思

い
ま
す
。

　
六
十
七
代
県
議
会
議
長
に

　

向
夏
の
候
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
お
健
や

か
に
お
す
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
五
月
、
山
口
県
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
山
口
県
議
会
の
第
六
十
七

代
議
長
に
選
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
後
援
会
は
じ
め
皆
様
の
長
年

に
わ
た
る
ご
指
導
と
ご
支
援
の
賜
で
す
。

　

思
い
お
こ
せ
ば
、
私
が
三
十
一
歳
で
東
和
町
の

町
長
選
挙
に
立
候
補
し
た
時
、
佐
連
の
皆
様
に
こ

ぞ
っ
て
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
そ
の
熱
い
ご
支
援

の
も
と
厳
し
い
選
挙
戦
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
こ
と
、

昨
日
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
以
来
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

　
拠
点
施
設
と

　
　
　
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

　

こ
れ
ま
で
皆
様
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
様
々

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
白
木
半
島
で
も
新
し
い
動
き
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
、
白
木
半
島
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
が
発
足
と
な
り
、「
夢
プ
ラ
ン
」が
策

定
さ
れ
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
「
地
家
室
園
地
拠
点
施
設
」
が
地
蔵
小

学
校
跡
地
に
、
一
昨
年
に
は
沖
家
室
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
跡
地
に
「
沖
家
室
シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
プ
場
」

が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
拠
点
施
設
」
は
、
ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
の
保
全

活
動
や
自
然
体
験
の
拠
点
、
都
市
と
地
方
の
交
流

の
拠
点
、
さ
ら
に
地
球
の
自
然･

歴
史･

文
化･

暮
ら
し
を
学
ぶ
場
と
し
て
環
境
省
と
周
防
大
島
町

が
整
備
し
た
も
の
で
す
。沖
家
室
の「
キ
ャ
ン
プ
場
」

は
、
癒
や
し･
交
流
の
場･

自
然
を
体
験
す
る
場

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
人
々
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
自
然･

歴
史･
文
化
と

　
　
　
　
暮
ら
し
を
大
切
に

　

白
木
半
島
を
つ
な
ぐ
主
要
県
道
橘
東
和
線
の
整

備
も
進
み
、四
年
前「
佐
連
ア
ワ
サ
ン
ゴ
ト
ン
ネ
ル
」

が
開
通
し
、
続
い
て「
地
家
室
ア
ワ
サ
ン
ゴ
ト
ン
ネ

ル
」
も
来
年
開
通
の
予
定
で
す
。
ま
た
沖
家
室
大

橋
長
寿
命
化
修
繕
計
画
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

次
々
に
こ
の
地
域
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
自
然･

歴
史･

文
化
と
暮
ら
し
を
活
か
す
試
み
が
、始
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
佐
連
の
皆
様
、
白
木
半
島
の

皆
様
の
古
里
を
想
う
熱
意
が
、
関
係
者
を
動
か
し
、

町
や
県･

国
を
動
か
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
前

進
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
こ
れ
か
ら
皆
様
と
共
に
、
力
を
合
わ
せ
て

い
ろ
ん
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

熱
意
を
も
っ
て

風
が
吹
き
は
じ
め
た

山口県議会議長

柳 居 俊 学

白木半島地区
コミュニティ協議会
会　　　長

新 山 玄 雄

▲ アワサンゴの生息する豊かなふるさとの海…
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島での子育て＆とにかく感謝の気持ちで溢れている話

　2025年の3月末に息子・春吾（しゅんご）が産まれました。母子共に元気に、毎日榮家はてん
やわんやですが、さらに彩り豊かな日常になりました。はやいもので夫婦で周防大島町に移住し
て2025年で8年目突入です。
　実は今年で結婚10年目。不妊治療も経て夫婦2人で生きていこうと子供は諦めたところに授
かりました。周防大島の皆さんには、出産育児の制度面でも、それ以外でも「こんなに良くして
頂いていいんですか？」と思うことばかりで、あらゆる人や制度に助けていただくことばかりです。
　特に、出産育児の制度面ではきっといろんな方の並々ならぬご尽力があって今があるのだろう、
と思いつつ、どこかで回り回ってそういう方に感謝の念が届けば良いなと発信します。決して大
袈裟なことではなく島の先輩方、そして全ての納税者の方々に感謝したいです。

　①比較的通いやすい近隣地方都市に産科がある病院（周東病院）が残っていたこと。
　島の中に産科はないものの、橋を渡って20分ほどでとても頼れる産科の先生がいる病院が
あります。どうやらその病院も産科がなくなりかけたことがあったらしいですが、先人たち
のおかげで大病院から女医さんが2人派遣されることになったとのこと。来てくれてありが
とう、残してくれてありがとう。多分色んな人の尽力があったんだと思います。
　妊婦健診が14回全て無償、かつ「一度決済して後から給付」ではなく検診後「そのままお
帰りいただいて大丈夫です」というのもすごいなと ...。

　②不妊治療に助成・サポートあり。
　ウチはもう気づけば今年で結婚10周年。なかなか授からずほぼ諦め
ていました。移住直後に不妊治療の助成を活用させていただきました。
結果、不妊治療では授からずだったものの、子どもを諦めて夫婦で島暮
らしを謳歌しようとした矢先にストン ...
　「子供さんは？」みたいなよくありがちなプレッシャー、島に来てか
らというもの拍子抜けするくらい一切なく、優しく包み込んでくれるよ
うな有形無形の支えがあったように思います。

　③産後ケアがすごい。
　帝王切開で出産後、「産後ケア事業」で嫁子1週間入院を延長していた
だき、2週間検診まで妻は病院で過ごすことができました。なんと手厚い
... そして、出産後にはヘルパーさん2時間を30回お願いできるという
... 材料は畑に山とあるし海藻も売るほどあるけど食事の作り置きをサポー
トいただけるのが本当に本当にありがたいです ...
　ただでさえ目の回りそうなスケジュールのひじきの漁期中に、何とかな
ったのはこのおかげです。

　④子育てグッズが集結。
　ほぼ全ての子育てに関するグッズがいつのまに
か家に集結している。ベビーベッド、哺乳瓶、ベ
ビーバス、チャイルドシート複数個、その他あら
ゆるものが ...。買ったものといえば、消耗品系と、
哺乳瓶スチーマー、乳児期から使えるチャイルド
シートくらい ... ？もらい物全部買っていたらと思
うとゾッとします ...。ありがとうございます。
　そして色々聞きやすい自営業の子育て世代の先
輩父さん母さんの存在のありがたさが沁みました。

　⑤尋常じゃない量の有形無形のお祝い。
　内祝い、お返しを準備するのに名簿を作らねばならぬレベルで、あらゆる人からお祝いを
いただきました。なんと自治会からも（その後自治会や消防、公民館にこちらからもご寄付させて

いただきました）。
　先輩方がとっても嬉しそうに声をかけてくれるだけでもありがたいのに、どうしよう、と
いうくらい祝っていただいています。とても温かい気持ちになっています。

　⑥ご近所や親分に助けていただいています。
　妻の妊娠中、毎晩のようにご近所からオカズが届く。毎週
漬物が届く。何かと気にかけてもらって本当に心強かったで
す。とっても助かりました。

素晴らしい佐連の暮らし素晴らしい佐連の暮らし
榮 　 大 吾榮 　 大 吾
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　特に思い出に残っているのがメンチカツとグラタン、そしてたくあん。美味かったし沁み
ました。
　そして妻の里帰り中の1ヶ月はほぼ毎日ひじきの師匠の家か、ご近所の先輩の家で夕食を
ご馳走になりました。もうどうやって恩返ししようかしら、と感謝の気持ちが溢れています。

　⑦産まれてからというもの、ご近所の方々があたたかく見守ってくれていることが伝わってくる。
　首が座るまではね ... と自分たちも大変
だったから、と、たくさん温かい言葉を
かけていただいたり、そっと見守ってく
ださっています。これは島の中でも今住
んでいる集落の先輩方に特別人徳に厚い
方が多いからなのかもしれないなと思っ
ています。
　しょっちゅう家に人が訪ねてきていた
のですが、ここ最近は、寝不足の両親と
赤子が寝ているのを気を遣っていただ
いています。でも道端でお会いすると
とっても親切に声をかけてもらえて心
が温まり、寝られない日々でもとても
元気がでます。
　夏以降首が座ったらたくさんの方にまた訪ねてきていただきたいですし、ハイハイしたり
歩き始めたら、ぜひたくさん遊んでいただけたら嬉しいです！
　うちの春吾も、もう少し大きくなったらおそらくあちこちに遊びに行かせていただくと思
います！（親に似ていたずら小僧になると思います）

　⑧近所に頼れるかかりつけ医の先輩
　乳児湿疹がひどくなりかけたので、車で10分のかかりつけ医（しか

も息子と同級生になるであろうお子さんがいらっしゃる）のところに車を走
らせる。なんと心強い ...。
　医療費は高校生まで無料である。会計時に「え !?お金かからないん
ですか？！」と新米父母ムーブをかまして周囲からにこやかにからか
われる。
　小児科は島外に出ないと存在しないのと、入院となるとさらに遠くなり片道 2 時間はか
かってしまう現実はありますが、心理的に距離の近い医療者がいてくれる心強さたるや ...。

　総じて、こんな素敵な島・集落に産まれる息子はそれだけで幸せ者だと言い切れます。
　これから先、いろんな困難が待ち受けていると思いますが、楽しく壁を乗り越えていこうと思
います。医療機関や検診で「頼れる人はいますか？」と何度も聞かれましたが、自信を持って「い
ます」と答えられる幸せをかみしめています。今後とも親子共々、よろしくお願い致します !!

▲ 玄関に伝言ボードを作っています

ちょっと昔の佐連の行事 ～2017年の山王誌より～

山王秋祭り

お盆（盆踊り）お盆 (精霊舟送り）

忘年会

敬老会

消防団出初め式

語ろう会旅行
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時
を
同
じ
く
し
て
、
白
木
半
島
は
「
ニ
ホ

ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
群
生
地
」
と
し
て
２
０
１
３

年
海
域
公
園
に
指
定
さ
れ
、
更
に
そ
れ
を
育

ん
だ
「
白
木
山
麓
」
の
陸
域
が
２
０
１
６

年
に
国
立
公
園
第
２
種
特
別
地
域
に
編
入

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、山
口
県
の
【
中

山
間
地
域
を
元
気
に
！
「
や
ま
ぐ
ち
元
気
生

活
圏
」
づ
く
り
】
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
白
木
半
島
六
地
区
が
指
定
さ
れ
、「
白
木

半
島
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
協
議
会
」
が
２
０
１
７

年
に
発
足
し
ま
し
た
。
協
議
会
は
環
境
省

指
導
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理
念
」（
自
然

環
境
の
保
全
、
観
光
振
興
、
地
域
振
興
、
環
境

教
育
）
を
指
針
と
し
た
地
域
づ
く
り
「
夢
プ

ラ
ン
」
を
熟
考
を
重
ね
策
定
し
ま
し
た
、
プ

ラ
ン
の
中
心
で
主
目
標
で
あ
っ
た
「
地
家
室

園
地
拠
点
施
設
」
や
「
沖
家
室
キ
ャ
ン
プ
場
」

が
完
成
し
、
活
動
拠
点
と
周
辺
環
境
が
整

い
私
達
の
活
動
が
白
木
半
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
方
達
と
協
同
し
て
貢
献
で
き
、
親
交
で
き

る
よ
う
に
な
り
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
が
、
一
般
的
に
地
域
の
活
性
化
は

産
業
を
お
こ
し
、
定
住
者
を
増
や
す
こ
と
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
、
こ
の
こ
と
を
行
う
に

は
行
政
や
有
識
者
で
な
け
れ
ば
難
し
く
、「
地

域
活
性
化
養
成
塾
」
講
座
で
は
、
一
般
住
民

と
し
て
の
取
り
組
み
は
農
山
村
再
生
に
向
け

て
「
環
境
的
・
人
間
関
係
的
価
値
」
な
ど

を
上
乗
せ
し
「
賑
や
か
な
過
疎
」「
輝
い
て

い
る
前
向
き
な
人
の
地
域
」
を
目
指
し
、
高

齢
・
過
疎
化
、
地
方
消
滅
な
ど
後
ろ
向
き

の
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、「
傍
観
か
ら
の
脱

却
」
を
す
べ
き
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
教
え
に
従
い
、故
郷
が
「
傍
観
せ
ず
に
、

賑
や
か
に
前
向
き
に
輝
く
」
た
め
に
、
少
し

で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

外
入
地
区
の
里
山
再
生
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ

「
花
の
咲
く
夕
日
の
里
づ
く
り
の
会
」
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
「
高
校
卒
業
後
、
大
島
を
出
て
42
年
間
会
社

勤
め
後
、
故
郷
に
帰
り
ま
し
た
が
集
落
は
放
棄
地
が

増
え
、
雑
木
で
瀬
戸
内
の
景
観
は
見
渡
せ
な
い
状
態

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
過
疎
化
が
進
み
、
田
畑
は
荒

れ
た
場
所
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状
態
を
見
て

い
ず
れ
こ
の
集
落
も
衰
退
す
る
運
命
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

沢
山
い
た
集
落
の
同
年
代
も
故
郷
に
戻

る
人
も
少
な
く
、ま
し
て
、大
島
を
出
て
働

い
た
我
々
年
代
の
子
供
達
は
こ
の
地
に
戻

っ
て
く
る
こ
と
は
望
め
ま
せ
ん
。
従
っ
て

こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
達
が
故
郷
の
里

山
を
再
生
し
歴
史
と
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
は
、
荒
れ
た
遊
休
地
を
開
墾
し
桜
等
の
花

木
を
植
え
れ
ば
自
分
達
が
高
齢
に
な
っ
て
も
、
花
木

は
成
長
し
後
世
に
は
そ
の
花
を
見
る
た
め
に
多
く
の

方
が
こ
の
地
を
訪
れ
、「
賑
や
か
な
過
疎
地
」
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

又
、
大
島
は
宝
の
山
と
言
わ
れ
、
旧
跡
、
景
勝
地

な
ど
多
く
の
方
に
紹
介
で
き
る
自
然
と
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
埋
も
れ
て
い
る
宝
を
世
に
出
す
べ
き
だ

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
４
年
に
賛
同
者
約
30

名
で
「
花
の
会
…
」
を
結
成
し
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

活
動
は
歴
史
や
自
然
を
見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
、

地
家
室
〜
外
入
の
生
活
道
だ
っ
た
往
還
道
を
整
備
す

る
と
共
に
峠
周
辺
に
夕
日
と
瀬
戸
内
の
景
勝
が
素
晴

ら
し
く
、
日
本
夕
日
百
選
に
匹
敵
す
る
「
夕
日
の
丘

展
望
台
」
を
設
置
し
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

　

そ
の
他
に
旧
城
山
小
学
校
跡
（
現
東
和
病
院
）
か
ら

望
め
る
城
山
（
島
末
城
跡
）
の
登
山
道
、
山
頂
整
備
。

白
木
山
尾
根
登
山
道
の
整
備
等
、
歴
史
の
里
や
先
人

達
の
歩
い
た
道
を
再
生
し
ハ
イ
キ
ン
グ
等
を
行
い
、
町

内
外
の
多
く
の
方
に
こ
の
地
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

又
、
旧
跡
、
磯
兼
屋
敷
跡
に
旅
す
る
蝶
「
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
」
の
飛
来
を
促
進
し
た
結
果
、
10
月
に
は

４
千
人
近
い
町
内
外
の
観
察
者
が
訪
れ
る
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
園
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、地
元
の
史
跡
で
あ
る
「
津
波
到
達
碑
」・「
五

勇
士
慰
霊
の
塔
」・「
磯
兼
屋
敷
跡
」・「
往
還
道
」・「
城

山
」
等
七
か
所
に
案
内
・
説
明
板
を
設
置
し
て
訪
れ

る
方
に
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

「故 郷
　～賑やかな里山の
　　再生を目指して」
外入在住　木 村 庄 𠮷

他にも楽しい遊びがありました

メンコ

竹馬

コマ回し

カルタとり

ケンケンパ

外入風月堂の
アイスキャンディー

きせかえ人形
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東
京
か
ら
の
移
住
体
験
を
経
て
、

沖
家
室
島
に
越
し
て
き
た
牧
野
と
申

し
ま
す
。

　

こ
の
町
に
住
ん
で
、
今
年
で
３
年

が
経
ち
ま
し
た
。
も
と
も
と
「
海
の

そ
ば
で
暮
ら
し
た
い
」
と
思
っ
て
移

住
し
て
き
た
の
で
す
が
、
気
が
つ
け

ば
み
か
ん
の
木
を
育
て
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
大
島
を
訪
れ
た
の
は
、ち
ょ

う
ど
み
か
ん
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
。
車

を
走
ら
せ
な
が
ら
見
た
、
緑
の
葉
っ

ぱ
と
み
か
ん
の
オ
レ
ン
ジ
色
が
と
て

も
き
れ
い
で
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。

　

最
初
に
お
借
り
し
た
久
賀
の
家
の

庭
に
も
み
か
ん
の
木
が
あ
り
、「
本
当

に
み
か
ん
が
生
活
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ

る
島
な
ん
だ
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
住
ま
い
を
探
し
て
い
た
時
期

に
、
偶
然
出
会
っ
た
み
か
ん
農
家
さ

ん
と
ご
縁
が
あ
り
、
お
手
伝
い
を
始

め
る
こ
と
に
。

　

農
作
業
は
全
く
の
未
経
験
で
し
た

が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
と
て
も

楽
し
く
、「
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
き

ち
ん
と
お
手
伝
い
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
と
思
い
、
農
協
の
営
農
塾

に
も
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

沖
家
室
に
移
っ
て
か
ら
は
、
榮
さ

ん
の
紹
介
で
佐
連
に
あ
る
桑
原
市
蔵

さ
ん
の
畑
を
お
借
り
し
、
一
緒
に
み

か
ん
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
他
の
農
家

さ
ん
の
よ
う
に
は
動

け
ま
せ
ん
が
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
少
し
ず

つ
、
お
世
話
す
る
木

の
本
数
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
自
宅
の
庭

で
育
て
て
い
る
み
か

ん
や
レ
モ
ン
の
苗
も

大
き
く
な
り
、
小
さ
な
実
を
つ
け
ま

し
た
。
朝
の
水
や
り
の
時
間
に
、
芽

吹
い
た
葉
を
眺
め
た
り
、
伸
び
た
枝

を
剪
定
し
た
り
す
る
の
が
、
な
ん
と

も
言
え
ず
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

　

み
か
ん
畑
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
い

く
な
か
で
、
佐
連
や
沖
家
室
に
は
、

少
し
で
も
多
く
み
か
ん
の
木
を
残
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
柑
橘
以
外
に
も
育
て

た
果
物
や
野
菜
を
道
の
駅
に
出
荷
し

た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し

た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
木
や
土
に
教
わ
り
な

が
ら
、
大
島
産
の
農
作
物
を
広
め
て

い
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

佐
連
で
の
み
か
ん
作
り

牧
野
啓
彦

　佐連に移住して7年目、2年前に
「わが趣味」のお題でバードカービ
ングを紹介させて頂いた山本幸造で
す。現在、2,000㎞を旅するアサギ
マダラ（蝶 ）々の誘致活動を中心に、

外入から地家室間を花咲く夕日の丘にするために、ボランティア仲間と足腰痛
いと言いながらサクラやモミジの植林や下草刈りなど楽しく遊んでいます。
　さて、バードカービングは約半世紀前にアメリカから伝わった木彫です。木
彫ですから古代から日本でも作られていたのですが、何が違うかというと、如
何に「リアル」に作るかです！ 形、大きさ、色、表情？などなどに
拘り、実物に近く、正確性が求められるのです。
　自分がバードカービングを始めて約30年になりますが、性格的に
飽きっぽく、すぐ妥協してしまい、鳥の細部が手抜き作業になり雑に
なってしまいます。ナイフも使いますが、作業の大半は電動工具（グ

ラインダーやバーニングペンなど）を使用します。定年前数年間は開店
休業期間も長かったので錆びついたのか、久しぶりに電源入れても動
かないこともあり、昔覚えた作業テクニックもすっかり忘れてしまっ
ていました。30年前、東京でカービング教室に通っていた頃の仲間は、
日本だけでなく海外でもトップクラスのバードカーバー（野鳥彫刻家）

になった人も居ますが、自分の技量は殆ど進歩していません。
　現在、年１作を目標に我流でカービングしており、本年度もJBCA（日

本バードカービング協会）主催コンクール（11月、千葉県我孫子市開催）

に向けてトラツグミを作成しているところです。
　また、昨年から地家室の環境省地家室園地拠点施設に、我が愚作が
数点常設（いつまで置かせ貰えるか？）されておりますので、周防大島
に帰省された際にお立ち寄りされ、見て頂ければ幸いです。

私の趣味・作品紹介
バードカービング

山 本 幸 造

私の趣味・作品紹介私の趣味・作品紹介

佐
連
の
ク
ラ
ブ
紹
介　会員も少なくなりましたが、毎月の会合

を楽しみにしています。
　ピンポンする人も少なくなりました。
　平均年齢86歳です。頑張っております。

ピンポンクラブな か よ し 会
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昭
和
25
年
よ
り
35
年
位
の
間
、
佐
連
山
の
頂
上

付
近
（
元
兵
舎
跡
）
の
東
側
、
大
積･

五
条
の
浜
を

見
渡
せ
る
山
を
、
開
墾
し
た
話
を
祖
父
よ
り
聞
き

ま
し
た
。
現
在
は
放
棄
地
と
な
り
、
行
く
道
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
当
時
を
知
る
人
に
聞
き
、
辿
っ
て

見
ま
し
た
。

　

終
戦
後
（
昭
和
22
年
〜
25
年
）
当
時
、
佐
連
出
身

の
方
が
中
国
（
満
州
）
や
朝
鮮
半
島
か
ら
引
き
上
げ
、

本
家･

長
男･

親
戚
の
家
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

当
面
は
部
屋
や
倉
庫
を
改
造
し
て
住
家
と
し
て

生
活
を
始
め
ま
し
た
が
、
戦
後
人
口
も
増
え
、

元
々
耕
作
地
の
狭
い
佐
連
で
は
、
生
活
基
盤
農

地
が
不
足
し
て
、
10
名
位
で
和
佐
山
開
墾
組
合

を
発
足
し
、
役
所
に
も
許
可
申
請
し
て
、
人
力

で
開
墾
を
始
め
ま
し
た
。
農
道
も
な
く
、
狭
い

山
道
を
オ
イ
コ
を
背
負
い
、
毎
日
約
１
時
間
徒

歩
で
山
道
を
か
よ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
思
え
ば

大
変
な
苦
労･

重
労
働
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

１
年
〜
２
年
後
に
は
約
２
町
歩
開
い
て
、
芋
、

麦
、
野
菜
を
収
穫
出
来
た
そ
う
で
す
。
又
山
土

が
粘
土
質
で
私
の
大
叔
父
な
ど
元
瓦
職
人
が

２
、３
名
居
ま
し
た
の
で
、
山
の
上
に
瓦
場
ま

で
造
り
ま
し
た
。
後
に
は
、
み
か
ん
の
木
も
沢

山
植
え
ま
し
た
が
、
し
か
し
農
道
も
無
く
、
農
作

物
も
現
金
収
入
も
少
な
く
、
開
墾
者
人
数
も
減
り

福
岡
県
や
宇
部
市
方
面
の
工
場
に
就
職
し
て
行
き

ま
し
た
。

　

昭
和
35
年
、
開
墾
地
は
皆
さ
ん
が
高
齢
と
な
り
、

後
継
者
も
な
く
、
山
に
行
く
人
も
道
も
無
く
、
登

記
簿
の
み
に
記
載
さ
れ
た
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
終
戦
後
、
皆
さ
ん
が
大
変
な
苦
労
さ
れ

た
事
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　
　

※ 

諸
先
輩
の
お
話
よ
り
記
載
し
ま
し
た
。
多

少
の
違
い
は
お
許
し
下
さ
い
。

桑
原
市
蔵
　
記

　

周
防
大
島
町
平
野
に
所
在
す
る
宮

本
常
一
記
念
館
（
周
防
大
島
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
宮
本
常
一
が
遺
し

た
資
料
を
保
管
し
、
展
示
し
て
い
ま

す
。
当
館
は
国
や
県
の
助
成
を
受
け

た
「
文
化
教
育
交
流
促
進
施
設
」
と

し
て
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
５
月
に

開
館
し
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
で

20
周
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
節
目
に
絡
め
、
筆
者
は
展
示
室
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
た
め
に
、
町
内

各
地
で
民
具
の
収
集
活
動
や
聞
取
り

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
連
で
は
、
令
和
６
年
６
月
に
西

村
隼
人
さ
ん
が
使
っ
て
い
た
イ
ワ
シ

網
関
係
の
道
具
を
収
集
し
ま
し
た
。

写
真
①
・
②
は
そ
の
一
部
で
、
現
在

当
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
同
時
代

に
宮
本
が
町
内
で
撮
影
し
た
写
真
と

並
べ
て
置
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
道

具
の
使
用
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
道
の
駅

に
隣
接
す
る
東
和
収
蔵
庫
で
は
、
西

村
さ
ん
の
父
親
が
昭
和
30
年
代
ま
で

使
っ
て
い
た
イ
ワ
シ
網
の
船
を
保
管

し
て
い
ま
す
（
写
真
③
）。
西
村
さ
ん

の
家
で
は
祖
父
の
代
か
ら
イ
ワ
シ
網

の
親
方
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
資
料

に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
写
真
①
の
手
前
に
見
え
る
の
は

イ
ワ
シ
網
を
構
成
す
る
部
材
の
う
ち
、

ス
ベ
と
呼
ば
れ
る
網
で
す
。
こ
れ
は

イ
オ
ド
リ
と
い
う
袋
の
手
前
に
付
き

ま
す
。
ス
ベ
は
普
通
３
枚
か
ら
な
り
、

手
前
か
ら
奥
の
イ
オ
ド
リ
に
向
か
っ

て
網
の
目
が
細
か
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
そ
の
う
ち
手
前
の
部
分
に
な
り

ま
す
。
こ
の
網
は
ツ
グ

と
い
う
棕し

ゅ
ろ櫚

の
皮
で
製

作
さ
れ
て
い
ま
す
。
写

真
①
の
奥
に
は
、
ウ
キ

ダ
ル
が
見
え
ま
す
。
こ

れ
は
オ
ビ
キ
と
い
う
縄

網
の
上
部
に
取
り
付
け
、

網
を
浮
か
す
も
の
で
す
。

片
側
の
オ
ビ
キ
に
は
こ

の
ウ
キ
ダ
ル
を
５
個
ほ

ど
付
け
ま
し
た
。
な
お
、

オ
ビ
キ
の
下
部
に
は
自

然
石
を
縛
り
付
け
、
網

が
海
底
を
這
う
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

写
真
②
に
は
イ
リ
コ
の
製
造
に

使
っ
て
い
た
円
形
の

「
マ
ル
カ
ゴ
」
と
長
方

形
の
「
ス
」
が
見
え
ま

す
。
テ
ブ
ネ
で
運
ん
で

き
た
イ
ワ
シ
を
マ
ル
カ

ゴ
に
受
け
て
加
工
場
ま

で
運
び
、
釜
に
マ
ル
カ

ゴ
ご
と
イ
ワ
シ
を
入
れ

て
煮
沸
し
ま
し
た
。
イ

ワ
シ
が
煮
え
た
ら
マ
ル

カ
ゴ
を
引
き
上
げ
て
冷

ま
し
、
ス
に
移
し
て
天

日
に
干
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
ム
シ
ロ
に
移
し
て

カ
ラ
カ
ラ
に
な
る
ま
で
干
し
上
げ
、

紙
袋
に
詰
め
て
売
り
ま
し
た
。

　

資
料
の
収
集
と
前
後
し
、
西
村
さ

ん
に
は
令
和
５
年
８
月
か
ら
令
和
７

年
４
月
に
か
け
て
、
都
合
８
回
に
わ

た
っ
て
イ
ワ
シ
網
の
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
今

後
刊
行
す
る
『
宮
本
常
一
記
念
館
調

査
研
究
報
告
』
に
お
い
て
発
表
す
る

予
定
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
当

館
の
展
示
と
と
も
に
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

佐
連
で
収
集
し
た
イ
ワ
シ
網
関
係
の
道
具

宮
本
常
一
記
念
館
学
芸
員
　　

板
垣
優
河

　

戦
後
の
瀬
戸
内
の
イ
ワ
シ
網
、
人
力
で
機
械
は

な
く
、
イ
ワ
シ
の
時
期
の
七
月
に
入
れ
ば
、
休
む

日
も
無
く
、
朝
は
暗
い
時
間
よ
り
網
船
に
乗
り
漁

場
に
出
て
行
き
、
陽
が
昇
る
前
に
は
網
を
入
れ
る
。

　

網
船
は
右ま

わ

あ
み
、左さ

か

あ
み
二
隻
の
船
で
漁
を
行
う
。

一
隻
の
船
に
十
名
ぐ
ら
い
の
人
で
、
全
部
人
力
で
一

網
一
〜
二
時
間
か
け
て
網
を
引
き
、
最
後
に
イ
ワ
シ

の
入
っ
た
イ
オ
ド
リ
を
引
い
て
、
生
き
た
イ
ワ
シ
を

小
舟
に
取
り
込
み
、そ
れ
を
斗
ウ
ケ
で
イ
ワ
シ
を
量
っ

て
受
舟
に
の
せ
、
イ
リ
コ
場
（
加
工
場
）
に
持
ち
帰

り
、
手
早
く
陸
の
イ
ワ
シ
釜
に
入
れ
て
湯
が
き
、
竹

の
ス
に
広
げ
天
日
で
干
す
。
晴
天
で
二
日
が
か
り
で

製
品
を
作
る
。
イ
リ
コ
が
出
来
た
ら
紙
の
袋
に
入
れ

て
、
業
者
に
売
り
渡
し
て
い
た
。

　

一
月
〜
二
月
は
寒
イ
ワ
シ
、
二
月
〜
四
月
は
春

イ
ワ
シ
、
五
月
〜
七
月
は
イ
カ
ナ
ゴ
漁
、
七
月
〜

十
月
、
特
に
九
月
よ
り
獲
れ
る
秋
の
イ
ワ
シ
が

一
番
品
が
良
く
、
秋
イ
リ
コ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

十
一
月
よ
り
寒
く
な
っ
た
ら
寒
イ
ワ
シ
に
な
る
。

戦
後
は
一
年
中
イ
ワ
シ
が
と
れ
た
様
だ
。

　

人
力
で
の
操
業
は
昭
和
三
十
三
年
〜
昭
和

三
十
五
年
以
降
、
機
械
で
の
操
業
に
な
り
、
網
船

一
式
、
加
工
場
も
全
部
機
械
化
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
イ
ワ
シ
漁

西
村
隼
人

写真①　スベ・ウキダル等

写真②　マルカゴ・ス等

写真③　網船（昭和25年新造　佐連岸根造船所）

➡シロ（スベ）
➡

混ぜカマ

➡

湯カゴ

➡

湯カゴよりとり干す（ス）

➡

外国産バヤームロープ

➡

浮き樽

➡

イワシを量る斗ウケ

佐
連
山
（
和
佐
山
）

　
　
　
　
開
墾
の
話
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島
で
漁
業
（
ひ
じ
き
漁
、一
本
釣
り
漁

業
）
を
師
匠
か
ら
教
わ
り
は
じ
め
て

か
ら
は
や
７
年
目
と
な
り
、
家
庭
菜

園
だ
っ
た
の
が
毎
年
管
理
面
積
が
増

え
て
と
う
と
う
１
町
（
１
ha
）
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
農
業
（
に
ん
に
く
を
は
じ

め
多
品
種
）
に
精
を
出
す
毎
日
で
す
。

　

島
に
移
住
し
て
心
か
ら
思
う
の
が
、

周
防
大
島
の
沖
家
室
や
佐
連
に
て
生

涯
現
役
で
70
代
で
も
、
80
代
で
も
バ

リ
バ
リ
沖
に
出
た
り
畑
に
出
て
る
爺

さ
ま
た
ち
の
背
中
は
輝
い
て
い
る
し

自
分
も
そ
う
あ
り
た
い
な
と
…
。
自

分
の
や
り
た
い
仕
事
を
納
得
し
て

や
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
、
本
当

に
素
敵
で
カ
ッ
コ
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
人
生
は
九
回
裏
ま
で
あ
る

　
　
　
　
　
延
長
戦
も
…

　

人
生
を
野
球
で
例
え
た
ら
１
回
か

ら
９
回
ま
で
、
下
手
し
た
ら
延
長
戦

ま
で
あ
る
。
50
代
ま
で
は
前
半
戦
、

30
代
な
ど
ま
だ
ヒ
ヨ
ッ
コ
も
ひ
よ
っ

こ
、
準
備
体
操
と
あ
ら
ゆ
る
土
台
で

あ
る
精
神
的
・
肉
体
的
な
筋
肉
づ
く

り
の
時
期
だ
と
思
っ
て
気
合
を
入
れ

て
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
人
生
前
半
戦
！
100
歳
す

ぎ
て
も
現
役
バ
リ
バ
リ
で
働
く
こ
と

が
目
標
で
す
。「
働
き
す
ぎ
て
身
体
を

壊
す
な
よ
」
と
お
叱
り
を
受
け
る
こ

と
も
増
え
た
の
で
、
食
生
活
に
気
を

使
っ
た
り
筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
は

も
ち
ろ
ん
、
今
で
は
毎
月
必
ず
島
の

整
体
院
に
通
っ
て
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
し
っ
か
り
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
実
は
農
業
漁
業
は

　
　
　
　
　
成
長
産
業

　

漁
業
も
農
業
も
「
就
業
者
数
」
だ

け
で
み
る
と
激
減
し
て
い
る
の
で
す

が
、
一
方
で
生
産
金
額
を
見
る
と
横

ば
い
か
、
切
り
取
る
断
面
に
よ
っ
て

は
伸
び
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
１
人

あ
た
り
の
生
産
金
額
」
は
グ
イ
グ
イ

伸
び
て
い
る
こ
と
に
。
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
が
若
手
生
産
者
に
は
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
日
本
は
人
口
が
大
き
く

減
る
こ
と
で
需
要
も
減
少
す
る
の
で

す
が
、
そ
れ
を
圧
倒
的
に
上
回
る
ス

ピ
ー
ド
で
供
給
の
方
が
先
に
減
っ
て

い
く
の
で
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
供
給

者
側
に
立
っ
て
い
た
方
が
こ
れ
か
ら

は
得
を
し
や
す
い
（
生
産
し
た
も
の
の

㎏
単
価
は
上
が
り
や
す
い
）、
と
い
う
お

お
ま
か
な
外
部
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

事
実
、
海
の
も
の
畑
の
も
の
と
も

に
、
単
価
は
年
々
上
が
っ
て
い
ま
す

し
物
価
高
の
影
響
も
同
時
に
受
け
る

も
の
の
恩
恵
も
受
け
ら
れ
る
の
が
生

産
者
の
良
い
と
こ
ろ
だ
な
と
も
思
い

ま
す
。

　
「
漁
業
や
農
業
で
食
っ
て
い
く
こ
と

は
こ
れ
か
ら
難
し
い
よ
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
難
し
い
環
境
で
あ
る
こ
と

も
ま
た
見
方
を
変
え
れ
ば
事
実
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
の
産
業
に

身
を
置
い
て
い
て
も
同
じ
こ
と
。
自

分
の
頑
張
り
一
つ
で
ど
う
に
で
も
な

り
う
る
は
ず
で
す
。

　

そ
し
て
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
に
海
や

山
に
詳
し
い
師
匠
や
先
輩
方
が
身
近

に
い
て
く
れ
る
、
こ
れ
ほ
ど
恵
ま
れ

て
い
る
中
で
結
果
を
出
せ
な
け
れ
ば

何
を
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
ず
に
頑
張
っ
て

い
る
と
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
よ
」「
も
っ

と
こ
う
す
る
と
い
い
」「
今
か
ら
の
季

節
は
×
×
だ
」
と
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
時
に
ち
ゃ
ん
と
叱
っ
て
く
だ

さ
る
人
が
い
て
、
船
や
ト
ラ
ク
タ
ー

を
譲
っ
て
く
だ
さ
る
人
が
い
て
、
土

地
を
紹
介
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
、

昔
か
ら
漁
師
を
し
て
い
る
腕
の
良
い

先
輩
が
ご
近
所
で
何
か
と
目
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
て
…

　

こ
の
時
代
に
農
業
や
漁
業
を
辞
め

ず
に
生
き
残
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う

の
は
並
の
人
間
に
は
無
理
で
し
ょ
う

し
、
実
際
に
考
え
方
や
や
っ
て
い
る

こ
と
を
見
聞
き
し
て
学
ぶ
に
つ
れ
て

そ
う
い
う
素
敵
な
方
々
を
ほ
ぼ
独
占

さ
せ
て
も
ら
え
る
、
と
い
う
面
に
お

い
て
早
く
飛
び
込
ん
で
正
解
だ
っ
た
、

と
し
み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す

（
自
分
自
身
ま
だ
大
し
た
こ
と
は
で
き
て

い
な
い
で
す
が
、
こ
の
点
だ
け
は
誇
れ
る

と
こ
ろ
で
す
）。

　

私
が
子
供
の
頃
（
七
十
年
前
以
上
）
十
一
月
の
亥
の
日
に
、

小
学
生
が
中
心
と
な
り
各
家
を
廻
り
、
亥
の
子
を
搗
い
て
、
ろ

う
そ
く
代
や
お
菓
子
を
頂
き
、
あ
と
で
六
年
生
の
先
輩
を
中
心

に
楽
し
く
過
ご
し
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　

当
時
の
亥
の
子
祭
の
準
備
と
し
て
、
半
月
前
位
に
、
ま
ず
山

に
葛
（
カ
ズ
ラ
）
を
取
り
に
行
き
ま
す
。
カ
ズ
ラ
が
乾
燥
し
て

切
れ
な
い
よ
う
に
、
海
中
に
一
週
間
つ
け
て
柔
ら
か
く
し
て
、

亥
の
子
石
に
む
す
び
、
中
央
に
御
幣
を
付
け
ま
す
。

　

当
日
六
年
生
の
力
持
ち
が
石
を
背
中
に
担
ぎ
、
皆
が
後
に
つ

い
て
（
佐
連
地
区
は
東
と
西
の
二
組
）
各
家
を
廻
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
佐
連
地
区
に
子
供
が
少
な
く
な
り
、
亥
の
子
祭
り

は
、
秋
の
防
災
訓
練
の
日
に
、
日
吉
神
社
境
内
に
集
ま
り
、
大

人
で
亥
の
子
を
つ
き
、
亥
の
子
歌
を
歌
い
継
い
で
い
ま
す
。

　

佐
連
出
身
の
皆
様
、
子
供
の
頃
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。

桑
原
市
蔵
　
記

亥の子祭りの思い出

▲ 磯でひじきを収穫。大潮のタイミングで1日で1トン以上
収穫することも。12月の漁期スタートとともに新芽のひじきを
加工販売用に収穫し、その後5月までは漁協を通じて市場に安
定供給するひじきをひたすら収穫・天日干ししています。

日吉神社で亥の子と餅まき（平成28年11月）

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回
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歳
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歳
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歳

50
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歳

 生業を持って、
　生涯現役で生きていく

佐　連　　榮 　 大 吾
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御
寄
付
御
礼
皆
様
の
温
か
い
ご
厚
情
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

山
王
誌
の
発
行
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

～～振込先～～
口座番号 普通 8753681

店　名 山口県農業協同組合東和支所

口座名 佐連便り（山王誌）

山王誌へのご寄付は下記の
口座をご利用ください。

　

佐
連
の
郷
土
誌
「
山
王
」
は
今
年
度
で
発
刊

四
十
年
、
六
十
九
号
と
な
り
ま
し
た
。
愛
読
者

の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
の
賜
物
と
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

佐
連
地
区
も
他
の
自
治
体
と
同
様
に
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
従
来
通
り

お
盆･

秋
祭
り
等
の
昔
か
ら
の
伝
統
行
事
は
開

催
致
し
ま
す
の
で
皆
様
の
帰
省
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

　

山
王
誌
は
郷
土
と
出
郷
者
と
の
絆
、
情
報
交
換
の
役

割
を
果
た
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆

様
の
故
郷
佐
連
に
係
る
、
思
い
出･

近
況
報
告･

写
真

等
の
寄
稿
を
頂
け
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
、
皆

様
の
お
子
様･

お
孫
さ
ん
世
代
に
山
王
誌
を
送
付
致
し

た
い
思
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

＊
山
王
編
集
部
＊

発
行
責
任
者 

西
村
隼
人

編
集
長 

桑
原
市
蔵

会　
　

計 

宮
崎
　

洋

編
集
委
員 

山
本
幸
造

白
木
半
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局

集
落
支
援
員 

榮
　

大
吾

編
集
委
員
（
写
真
） 

牧
野
啓
彦

集
落
支
援
員 

濵
田
ヤ
ス
子   

木
村
節
子

 

濵
田
優
子   

西
村
綾
子

 

桑
原
東
子

　

山
王
読
者
の
皆
様
、
初
め
ま

し
て
。
私
は
こ
の
山
王
誌
を
印
刷

し
て
い
る
日
良
居
タ
イ
ム
ス
の
松

井
と
申
し
ま
す
。
私
が
日
良
居
タ

イ
ム
ス
に
入
社
し
て
か
ら
ず
っ
と

「
山
王
」
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
初
の
頃
は
ま
だ
、
故
西
村
與

一
さ
ん
（
初
代
編
集
長
）
が
原
稿

を
持
っ
て
来
社
さ
れ
、
弊
社
の
故

田
村
徳
雄
会
長
と
よ
く
話
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
西
村
さ
ん
は
「
故
郷
と
外
で
働

く
人
を
結
ぶ
新
聞
に
す
る
」と
い
う
目
的
で
、「
山

王
」
誌
を
編
集
さ
れ
て
い
て
、
実
に
先
見
の
明

を
持
た
れ
た
方
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
山
王
誌
が

長
く
続
く
の
も
、
こ
の
つ
な
い
だ
絆
を
切
ら
な

い
皆
様
方
の
努
力
の
賜
だ
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

西
村
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
西
村
さ
ん
の

弟
稔
さ
ん
が
引
き
継
が
れ
、
そ
の
次
は
親
戚
筋

に
な
る
中
本
悟
さ
ん
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
西
村
隼
人
さ
ん
を
は
じ
め

編
集
委
員
の
方
が
原
稿
を
持
っ
て

来
社
さ
れ
、
写
真
と
原
稿
の
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
亡

く
な
ら
れ
た
写
真
担
当
の
浜
田
さ

ん
も
そ
れ
ま
で
は
一
緒
に
来
社
さ

れ
て
、
す
て
き
な
写
真
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥

福
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
王
誌
は
佐
連
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
読
者

様
か
ら
の
寄
稿
文
に
は
、
外
国
の
お
話
や
子
ど

も
時
代
の
楽
し
か
っ
た
事
、
現
在
の
趣
味
な
ど

こ
れ
ま
た
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
を
走
ら
れ
た
お
話
で
は
、
資
料
な
ど
も
た
く

さ
ん
用
意
さ
れ
て
、
全
部
は
掲
載
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
い
か
に
楽
し
か
っ
た
か
、
写
真

や
原
稿
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
旧
地
蔵

小
学
校
や
子
ど
も
時
代
の
お
話
、
ど
れ
も
苦
し

か
っ
た
こ
と
よ
り
楽
し
い
思
い
出
だ
け
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
最
近
で
は
移
住
し
て
こ
ら
れ

た
榮
さ
ん
が
、
島
で
の
暮
ら
し
や
生
活
を
記
事

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
『
目
』
で
、
島
の

生
活
が
ど
れ
ほ
ど
豊
か
、
改
め
て
感
じ
ま
す
。

前
回
の
餅
ま
き
の
話
も
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
の

や
り
と
り
が
と
て
も
楽
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

来
年
の
こ
と
を
言
う
と
鬼
が
笑
う
と
申
し
ま

す
が
、山
王
誌
は
来
年
70
号
を
迎
え
ま
す
。
に
っ

こ
り
笑
え
る
よ
う
な

お
話
、
懐
か
し
い
お

話
・
写
真
な
ど
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

あとがき

山王誌を担当して
㈲日良居タイムス　松井　香

平成24年発行30周年記念号
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　「森は海の恋人」と言われるように、豊かな海を育んでいくためには陸を整備することが必要で
す。そこで、ニホンアワサンゴの生息する豊かな海を守るためにNPO法人自然と釣りのネットワー
クは2016年に地家室の竹林を伐採して「アベマキの森」づくりを、そして、山口県東部海域に
エコツーリズムを推進する会は2020年地蔵小学校跡地横の耕作放棄地を整備して「水仙の里づ
くり」を始めました。

　かつてアベマキの森は耕作地で
したが、やがて放置され、そこには
無数の孟宗竹が生えてその隙間は
枯れた竹で塞がれ、中に踏み入るこ
とはできませんでした。今ではほと
んどの竹が伐採され、枯れた竹が取
り除かれて、８年前に植樹したアベ
マキの木が森を造っています。

　水仙の里は以前みかん園でした
が、みかんの栽培を止めて雑木林に
なっていました。今ではその雑木も
すべてなくなり、そこは１ha10段
の水仙畑に変わり、今春は25,000
本の水仙が花を咲かせ、訪れた人た
ちを喜ばせました。

　また、この冬には多くの園地サ
ポーターや島内外の小学生がやっ
て来て、水仙の里の上部にある農道
を清掃しました。今後もこのような
活動を続けて、みんなでニホンアワ
サンゴが生息する豊かな海を守っ
ていきたいと思います。

８年前に植樹したアベマキの木
(2024.8.7撮影)▶

水仙の里（2025.2.27撮影）▶

園地サポーターによる　　
農道の清掃（2025.2.15撮影）▶


